
Anti-Tag VHH Beads

ターゲット ： GFP、MYC、HA、mCherry 、DYKDDDDK（FLAG®タグ配列）
容量 ： 500μL (20回分)
ビーズの種類 ：アガロースビーズ, 磁性アガロースビーズ
アプリケーション：IP/Co-IP (免疫沈降/共免疫沈降)

ChIP/RIP (クロマチン免疫沈降/RNA免疫沈降)
Mass spectrometry (質量分析)
Enzyme activity measurements (酵素活性測定)
Affinity chromatography (アフィニティー精製)

アルパカの抗体はサイズが小さいため、従来の抗体より高い特異
性と親和性があります。
アルパカ抗体である本製品は、通常の抗体よりも小さいVHH領
域のみの抗体（VHH抗体）がビーズ担体に結合済みです。各
種免疫沈降 (IP) や質量分析 (Mass spectrometry) など
に使用できます。

What is VHH antibody beads?

Anti-Tag VHH Beadsとは？
Anti-Tag VHH Beadsは、担体 (アガロースビーズ、 , 磁性アガロースビーズ)に結合したVHH
抗体です。実験に効率的な免疫沈降に最適な抗体ビーズです。

GFP / MYC / HA / mCherry/
DYKDDDDK（FLAG®タグ配列）

VHH抗体

Bead

VHH抗体とは？
ラクダ科動物（リャマ、アルパカなど）は2つのタイプの抗体を産生します。1つ
は、従来と同じ2つの重鎖と2つの軽鎖をからなる通常の抗体。もう1つは、2
つの重鎖のみからなる抗体です。この重鎖のみからなるラクダ科動物抗体の
抗原認識部位をVHH領域と呼びます。 VHH抗体は約15kDaととても小さ
い抗体です（IgG抗体は約150kDa）。サイズが小さいため、従来の抗体
より高い特異性と親和性を検出できます。
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Anti-DYKDDDDK VHH（左）と従来型であるProtein A/G結
合IgG抗体（右）を用いた免疫沈降。Anti-DYKDDDDKでは、
単一のバンドを得られ、従来型とは異なって、軽鎖/重鎖由
来のバンドは観察されません。M:marker, B:bound, 
POI:Protein of Interest

Anti-Tag VHH Beads 従来の方法 

操作
Ready-to-use

VHH抗体がビーズに結合済み
抗体をProteinA/Gに結合させるステップが必要

ロット間の一貫性 高い 低い

コンタミネーション 重鎖と軽鎖のコンタミがない 重鎖と軽鎖のコンタミが起こる可能性がある

安定性
酸、アルカリの過酷な条件に

耐性がある

使用するバッファーに制限があり、

一部試薬への耐性が低い

VHH antibody
Conventional antibody
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ビーズ メーカーコード 製品名 容量 希望納入価格（円）

Agarose

KTSM1301 Anti-GFP VHH Agarose Beads

500μL
(20回分)

65,000

KTSM1306 Anti-MYC VHH Agarose Beads

KTSM1308 Anti-DYKDDDDK VHH Agarose Beads

KTSM1305 Anti-HA VHH Agarose Beads

KTSM1331 Anti-mCherry VHH Agarose Beads

Magarose

KTSM1334 Anti-GFP VHH Magarose Beads

500μL 
(20回分)

65,000

KTSM1336 Anti-MYC VHH Magarose Beads

KTSM1338 Anti-DYKDDDDK VHH Magarose Beads

KTSM1335 Anti-HA VHH Magarose Beads

KTSM1337 Anti-mCherry VHH Magarose Beads

データなどの詳細は当社ホームページをご覧ください。

和光 AlpalifeBio 抗体ビーズ 検索
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FLAG® はMerck KGaA, Darmstadt, Germanyの登録商標です。


